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4. イベント紹介 

Japan-India Events 

 

 

 

=◇ 最近のイベント ◇= 

◆インド工科大学インターンシッププログラム(PIITs)について 
 7月13日～15日、東京ビッグサイトで開催されたHR EXPO(人事労務･教育･採用 支援展)に出展中の

WEBSTAFFにインド工科大学インターンシッププログラム（PIITｓ）について聞きました。 

 

～インド工科大学（IIT）学生100名が来日～ 

世界最高峰の頭脳をインターンとして迎え入れませんか？ 

 

100人受け入れは来年の目標で、2016年は6人のIIT学生を日本企業がインターンとして受け入れま

した。具体的に受け入れた企業の事例を紹介してもらいましたが、これをベースに、「来年は、卒業

後の進路選択を目的として、インド工科大学（IIT）

3年生を日本において2か月間、100人規模で就業体験

してもらおう｣という、意欲的な試みです。 

 IITは、現在はインド全国に16校あり、インドの経

済を牽引する優秀な人材を輩出する倍率130倍の超難

関校です。そもそもインド人は日本に向かずに欧米

志向が強い中で、特に優秀と言われるIIT学生が日本

に関心を示すだろうかと一抹の不安もなくはないが、

今年トライアルで日本に来た6人のIIT学生の日本で

のインターンの経験は好評だそうで、事業を本格的

に展開予定の2017年5月～7月に向けて期待が大きく

膨らんでいるそうです。受け入れを希望する方は相

談してみたらいかがでしょう。 

 仲介に当たっているWEBSTAFFの町田氏(写真左)と

バンガロール在住のテジュさん(写真右)。 

 

 


